
令和４年３月期 学長記者懇談会 

 
 
 

１． 日 時：令和４年３月３０日（水） １５：００～１６：００ 

 

２． 場 所：大学本部棟 ４階 第一会議室 

 

３． 懇談事項等 

 

① 日本学術振興会（JSPS）令和４（2022）年度「研究拠点形成事業－B.アジ

ア・アフリカ学術基盤形成型－」の採択について 

～ ラオスにおけるボトムアップ型農村コミュニティ開発のための協力ネッ

トワークの形成 ～                                ・・・・・・資料１ 

 

（人文社会学部 教授 鈴木
す ず き

 規之
のりゆき

、 

医学部 准教授 野中
の な か

 大輔
だいすけ

） 

 

② 第 11回スポーツデータ解析コンペティション審査会【卓球部門】での最優

秀賞獲得                    ・・・・・・資料２ 

 

(理工学研究科 博士前期課程１年次 仲宗根
な か そ ね

 慎
しん

太
た

、 

理工学研究科 博士後期課程１年次 北島
きたじま

 栄司
え い じ

） 

 

③ 第 3回省エネチャレンジカップ受賞報告      ・・・・・・資料３ 

 

（博士前期課程工学専攻 １年次学生 玉城
たましろ

 奏
かなと

） 

 

④ 寄附型自動販売機（沖縄健康医療推進基金）の設置について・・・資料４ 

 

（理事・副学長 牛窪
うしくぼ

 潔
きよし

） 



令和4（2022）年度日本学術振興会 

研究拠点形成事業－Ｂ．アジア・アフリカ学術基盤形成型－ 

 

 

【研究交流課題名等】 

 

 

研究交流 

課題名 

 

（和文） 

ラオスにおけるボトムアップ型農村コミュニティ開発のための協力ネットワークの形成 

（英文） 

The formation of a cooperative network for bottom-up approach in rural community 

development of Lao PDR 

交流実施

期間 

2022年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日（36 か月間） 

 

 

【日本側拠点機関】 

 

機関名 琉球大学 

コーディネーター所属

部局・職名・氏名 

人文社会学部 教授  鈴木 規之 
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研研究交流計画の目標・概要 

［研究交流目標］交流期間（最長３年間）を通じての目標を記入してください。実施計画の基本となりま

す。（自立的で継続的な国際研究交流拠点の構築と次世代の中核を担う若手研究者の育成の観点からご記

入ください。） 

本研究交流は、ラオス農村のコミュニティ開発の重要な要素として社会開発資本の形成、保健医療、農

業の 3分野を設定し、グローバル化の中で変動しつつも海外援助を受けながら自立を目指す農村を事例に、

琉球大学とラオスの 2 大学、ラオスに隣接するタイの 2 大学とともに実施するものである。ラオス国立大

学はラオス国において唯一の国立総合大学として、ラオス健康科学大学は唯一の保健医療系の大学として、

同国におけるコミュニティ開発の新たな人材育成の役割が期待されている。タイにおいてもコミュニティ

開発の人材育成は重要であり、コンケン大学、ウドンタニラジャパット大学はラオスに隣接する東北タイ

において、ラオスの人材育成を含めてその任を果たしている。 

琉球大学は、これまで公衆衛生、病院改善、歯科口腔外科など保健医療の分野を中心に協力を行い、さ

らに附属小学校の教員交流や交換留学の推進など教育面での連携を行ってきた。琉球大学のチームによる

JICA の地域歯科保健プロジェクトやコミュニティ母子保健の事業が草の根型で進められ、保健省やラオス

健康科学大学との協力体制も拡大しつつあり、琉球大学ラオスサテライトオフィスを開設した。 

グローバル化の中での有効なコミュニティ開発のためには海外援助の役割やボトムアップ型の視点を取

り入れた内発的発展の実践が重要になってくる。ラオス国立大学社会科学部社会開発学科ではこのような

新しい視点での研究が開始され、若手研究者の育成など琉球大学との連携も始まった。 

そこで、本申請事業においては､琉球大学とラオス国立大学、同健康科学大学が進めてきた大学間協定に

基づき、これまで取り組んできた様々なプロジェクトをネットワーク化させ、学際的にコミュニティ開発

の研究交流・連携をすすめ、自立的で継続的な国際研究交流拠点の構築を目指す。これにはラオスと国境

を接する東北タイの大学とのネットワークも活用し、琉球大学と同ラオスサテライトオフィスの 2 か所に

共同研究、研究者交流、若手研究者の育成を継続することができる国際研究交流拠点を最終的に構築する。 

自立的で継続的な国際研究交流拠点の構築のためには若手研究者の育成が最も重要な鍵になる。琉球大

学で学位を取得したラオス・タイの若手研究者を中心に、拠点機関と協力機関の若手研究者や大学院生に

学際的な研究チームやセミナーに参加させ、他分野と協働できる視野の広い若手研究者を育成する。 

［研究交流計画の概要］我が国と交流相手国の拠点同士の協力関係に基づく多国間交流として、どのよう

に①共同研究、②セミナー、③研究者交流を効果的に組み合わせて実施するか、研究交流計画の概要を記

入してください。 

①共同研究：  

研究Ⅰ(R1)：ラオスのコミュニティ開発においては海外援助が大きな役割を果たしている。ここでは、  

社会関係資本の形成、 保健医療、 農業の 3つの領域を設定し、海外援助を得ている農村コミュニティ

のフィールドワークにより現状を把握する。まず、トップダウン型のラオスにおいて、海外援助がコミュ

ニティ内でのメゾレベルのアクターの育成や住民の主体性の喚起などの社会関係資本の形成に果たしてい

る役割に焦点を当てる。そして、保健医療、農業の面でどのような実践が行われ、成果を上げているかを

把握する。現時点では、ヴィエンチャン近郊の 2つの農村と中南部 3つの農村を予定している。 

研究Ⅱ(R2)：海外援助を受けたコミュニティ開発のプロジェクトは、プロジェクトの終了後も自立的かつ

継続的であることが求められる。R2 では、R1の成果に基づいて、 社会関係資本の形成、 保健医療、

農業の 3つの領域の内発性と持続可能性を、コミュニティの各レベルのグループのリーダーへのインタビ

ュー調査やコミュニティのメンバーへの意識調査をもとに検証する。 

②セミナーの開催：毎年、交流相手国の研究者が参加するセミナーを開催する。1 年目のセミナーは研究

対象地であるラオスで行い、各分野の研究者による講演を行って研究Ⅰの中間報告を交えつつ各分野を横

断する共通の視点と基本知識を全体で確認・共有する。2 年目のセミナーでは、各分野から研究Ⅰの調査

結果と研究Ⅱの途中経過を発表してもらい、全体で調査結果を共有する。3 年目のセミナーは、シンポジ

ウム形式とし、研究Ⅰ、Ⅱの成果のまとめ・発信に加え、外部からの意見を広く取り入れる形式とする。

加えて、若手研究者を中心に、次の研究費獲得のための研究計画書を共同で作成する。国際セミナーの開

催にあたっては、2017 年に設置した琉球大学ラオスサテライトオフィスを活用する。

③研究者交流：上記の共同研究やセミナー開催を通して研究者交流を進め、ネットワーキング形成を目指

す。ラオスとタイは隣接しているため、それぞれの拠点機関・協力機関では主体的な往来が可能であり、

琉球大学からも機会があれば直接交流に参加し、オンラインでの交流も行う。継続して研究交流ができる
プラットフォームを SNS にて構築し、論文だけでなく動画（You Tube）による情報発信も行っていく。

  

琉球
人文社会学部 鈴木 規之



［［実施体制概念図］本事業による経費支給期間（最長３年間）終了時までに構築する国際研究協力ネット

ワークの概念図を描いてください。

琉球
人文社会学部 鈴木 規之
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第 11 回 スポーツデータ解析コンペティション 審査会  

＜卓球部門＞ での 最優秀賞 獲得 

仲宗根 慎太（理工学研究科 M1）， 吉田 成帆（M2）， 北島 栄司（D1） 

 

【概要】 2022 年 1 月 8，9 日（土，日）に開催された表題の研究会（主催は日本統計学会スポーツデータ

サイエンス分科会および情報・システム研究機構統計数理研究所）にて、工学部宮田研の学生チームが

最優秀賞を獲得しました。「共通の実データを元に、参加者が分析を競う」この会で、チームは試合動画

から選手のレシーブ動作を AI で抽出し、スイング軌跡を 3D で可視化する技術を確立しました。 

 

 
図 1: スポーツデータ解析コンペティションの概要（詳細は https://sports.ywebsys.net/about.html）。 

 

 

図 2: スポーツデータ解析コンペティションの大まかなスケジュール。データを貸与いただいたら

期日までに必ず解析成果を書面報告しなければならない制約があることに注意されたい。また、

書類審査の結果次第では審査会から選外になってしまう場合もある非常に厳しい競技会である。 

https://sports.ywebsys.net/about.html
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図 3: メンバー（左上から時計回り順）仲宗根くん，吉田くん，北島くん、指導教員の宮田助教。 

 

 

図 4: 審査会当日に使用したスライドのタイトルページ。 

 

仲宗根慎太† 吉田成帆† 北島栄司† 宮田龍太
(琉球大学大学院，† Equal Contribution）

1/19第11回スポーツデータ解析コンペティション[口頭]卓球21/9（土）12:30〜12:50



 

図 5: 今回獲得した表彰状。 

【本件のお問い合わせ先】                   

工学部（エネルギー環境工学コース）助教・宮田龍太  

E-mail: miyata26@tec.u-ryukyu.ac.jp               

mailto:miyata26@tec.u-ryukyu.ac.jp
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寄附型自動販売機（沖縄健康医療推進基金）の設置について

〇 沖縄健康医療推進基金は、令和６年度末を目途に琉球大学医学部・病院を西普天間住宅地区跡地へ移転するにあたり、
県民の皆様へ、より快適な診療環境をご提供するために、また教育・研究環境を充実させるために設立いたしました。

〇 この度、沖縄コカ・コーラボトリング株式会社様のご協力のもと、当該基金にご賛同いただける官公庁・企業・個人様へ
寄附型自動販売機の設置をお願いすることとしました。

〇 寄附型自動販売機については、社会貢献活動の一環として、当該基金へ売り上げ1本につき、数円から10円程度のご寄附
をいただくものです。

〇 地域医療水準の向上のためにも、多くの皆様から寄附型自動販売機を通してご寄付をお願い申し上げるものです。

１．背景、必要性

琉球大学西普天間キャンパス（イメージ図）
（外観パース南東側より）

寄附型自動販売機デザイン案
（沖縄コカ・コーラボトリング株式会社様提供）

２．寄附の使用用途（例）

患者さんに快適な環境
で通院・診療いただく
ための設備を整備しま
す。

学生により充実した
学習環境を提供するた
めの設備を整備します。

国際化に対応するため、
多言語対応の看板・掲
示板・サインを設置し
ます。

【お問い合せ】琉球大学基金室
〒903-0213 沖縄県中頭郡千原１番地
Tel：098-895-9013 Fax：098-895-8013
Mail：kikin@acs.u-ryukyu.ac.jp
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